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苫
前
町
表
彰
式
が
、
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
と
ま
ま
え
温
泉

ふ
わ
っ
と
で
、
関
係
者
約
七
十
人
が
出
席
し
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

本
町
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、
ご
尽
力
さ
れ
た
各
分
野
の
受
賞
者
の
皆

様
に
賞
賛
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
、
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

苫
前
町
表
彰
は
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
、

防
災
、
納
税
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
功
績
が
あ
っ
た
皆
様
を
は
じ
め
、

永
年
勤
続
者
、
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る

も
の
。

森
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
発
展
振
興
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
式
辞
。
星
野
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
被
表
彰
者

を
代
表
し
て
、
産
業
功
労
者
の
鴨
田
征
克
さ
ん
が
「
表
彰
を
い
た
だ
け

た
の
は
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
今
後
も
微
力
な
が
ら
町
の

振
興
発
展
に
役
立
ち
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

式
が
終
了
後
、
被
表
彰
者
を
祝
福
す
る
祝
賀
会
も
開
か
れ
、
参
加
者

は
、
町
の
振
興
発
展
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
た
。

功労表彰････････････････････････････････････････
産業功労者　
鴨田　征克（香川）田島　公司（古丹別）
竹田　捷司（古丹別）

勤続表彰････････････････････････････････････････
自治関係
山下　　朗（古丹別）
社会福祉関係
服部　秀行（古丹別）
教育関係
天谷　正雄（古丹別）
納税関係
山本　　薫（苫前）田中　克昌（苫前）

善行表彰････････････････････････････････････････
橋場　榮子（古丹別）五味　和江（横浜市）
北海道綱引連盟（士別市）

感謝状贈呈･･････････････････････････････････････
石川　達司（旭川市）平井金太郎（東川）
布市　慶子（旭）関　　　武（苫前）
町内在住８０年以上
千田　榮吉（力昼）籾山　敏忠（力昼）木村　義清（力昼）
角井　政勝（力昼）瀬川　りせ（苫前）會津　　猛（苫前）
赤坂一二三（苫前）川端　　彰（苫前）名畑　隆雄（苫前）
関　　　隆（苫前）久保田ゆきゑ（苫前）古谷カツイ（苫前）
辻　ヒサヱ（旭） 伊藤　幸子（旭） 丹羽　清一（旭）
山本　金子（旭） 八代　榮一（旭） 村本ノブヱ（昭和）
伊藤リヱ子（長島）太田　市郎（古丹別）小澤　義秋（古丹別）
伊藤　　殖（古丹別）奥崎　哲夫（古丹別）新山　スミ（九重）

被表彰者一覧（敬称略）

代表謝辞を述べる鴨田征克さん

表　彰

森町長式辞

祝辞を述べる星野議長
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十
一
月
十
七
日
、
留
萌
管
内
五
ヶ
所
目
の
道
の

駅
と
し
て
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
が
「
風
Ｗ

ふ
わ
っ
と

と
と
ま
ま
え
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

八
月
十
日
付
け
で
登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
の

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
森
町
長
や
留
萌
開
発

建
設
部
の
吉
本
靖
俊
部
長
ら
関
係
者
約
五
十
名
が

出
席
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

森
町
長
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
憩
い
の
場
や
当
町

の
観
光
施
設
の
拠
点
と
し
て
、
道
北
の
人
気
ス
ポ

ッ
ト
と
な
る
よ
う
推
進
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
吉
本
部
長
は
「
風
と
風
車
の
ま
ち
ら
し

い
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。こ

の
後
、
正
面
玄
関
前
で
雪
の
ち
ら
つ
く
中
、

祝
い
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
に
と
も
な
い
、
国
道

や
風
Ｗ
と
ま
ま
え
の
施
設
周
辺
に
案
内
標
識
が
設

置
さ
れ
た
。

当
日
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
札
幌
や
神
奈
川
県

か
ら
道
の
駅
の
切
符
収
集
家
が
、
六
名
ほ
ど
来
館

し
、
そ
う
そ
う
に
切
符
を
購
入
し
て
い
た
。
な
か

で
も
神
奈
川
県
か
ら
来
館
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、
一

人
で
八
十
枚
以
上
も
購
入
す
る
マ
ニ
ア
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
後
も
本
州
方
面
や
町
外
の
切
符
収
集
家

の
電
話
が
殺
到
し
、
ホ
テ
ル
職
員
も
初
め
て
の
出

来
事
に
驚
い
て
い
た
。

左からテープカットを行う、三浦支配人、菊地商工会長、
森町長、吉本留萌開建部長　星野議長、小阪観光協会副会長

道の駅の登録証

道の駅グッズ



11月10日、午後１時から町公民館にて市町村防災対
策強化研修会が開催され、町内から約90名が参加した。
主催は北海道留萌支庁、旭川地方気象台、苫前町、
留萌開発建設部。開会で、森町長は「自然災害は忘れ
た頃にやって来ると言われていたが、昨今は、忘れな
いうちにやって来る。起こってはほしくはない災害で
あるが、もしもの場合に備え、本日出席した皆様がリ
ーダーとなって、地域コミュ二ティーを高めていただ
きたい」とあいさつ。
講演１では、旭川気象台の専門官より「地震と津波
のはなし」と題して、平成５年に起きた「釧路沖地震」
「北海道南西沖地震」などを例に地震の恐ろしさや地震
と津波のメカニズム、日常の備えについての講演が行
われ、講演２では、「気象のはなし」と題して、台風、
防災気象情報及び被災しないためにどう行動すればよ
いかについて講演が行われた。休憩後には、災害図上
演習が各テーブル班ごとに行われた。災害図上訓練
「DIG」とは、Disaster（災害）、Imagination（想像）
Game（ゲーム）の頭文字を取って名付けられた、誰で
も参加できる防災訓練で、地図を囲んで話し合いなが
ら、自然と防災意識が理解され、わが町の発見と地域
コミュニティーが図られる方法。参加者は実際に大き
な直下型地震が起きたことを想定し、一番始めに何を
するか？何を持って避難するか？避難場所に行く時に
気をつけることは何か？また、地図上に一人暮らしの
お年寄りや妊婦のいる家などに印をつけ、住民として
何をすべきか。地域に何が必要かなどの話し合いを行
った。

平成18年度市町村防災対策強化研修会
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く
ら
し
に
生
か
そ
う
食
品
表
示

留
萌
管
内
消
費
者
大
会

十
一
月
九
日
、
留
萌
管
内
連
合
会

消
費
者
大
会
（
寺
本
孝
子
会
長：

天

塩
町
）
が
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
会

員
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
を
「
く
ら
し
の
見
直

し
」
と
題
し
、
食
品
表
示
の
講
演
と

発
色
剤
の
テ
ス
ト
や
飲
料
に
含
ま
れ

る
糖
分
テ
ス
ト
、
人
造
い
く
ら
の
見

分
け
方
の
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
た
。

農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
小

樽
セ
ン
タ
ー
の
宮
武
晴
男
情
報
係
長

は
「
食
の
安
全
は
、
知
識
が
あ
れ
ば

無
駄
に
食
品
を
捨
て
た
り
、
お
な
か

を
こ
わ
し
た
り
し
ま
せ
ん
」
と
話
し
、

食
品
表
示
を
注
意
し
て
見
る
よ
う
に

呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
管
内
各
協
会
の

活
動
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
帽
子

や
バ
ッ
グ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

平成18年度市町村防災対策強化研修会

食の安全について講演する宮武さん

会場の後部には展示スペースを設置
管内から約80名の消費者協会員が参集

く
ら
し
に
生
か
そ
う
食
品
表
示
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北海道開発局では、２００４年６月に策定した
「新・北海道マリンビジョン２１構想」に基づいて、先
進的な取り組みを構想している地域をモデル地域とし
て指定。この２次指定は、地域資源と人的資源、まち
づくりの方向性を踏まえた地域の目指す姿とその計
画・ビジョンについて独創性、先駆性、広域性などを
モデル地域マリンビジョン講評委員会が検証し、認証
されたもの。これにより、道開発局の直轄事業として、
重点的に整備されることになる。
当町以外には登別・白老地域、三石地域、大津地域
が認証された。認証式は、１２月５日札幌市で行われ、
森町長と担当者が出席した。

１１月１４日、苫前小学校（中井清校長）１７日、
古丹別小学校（中山靖彦校長）で「人権の花」運動の
感謝状伝達式が行われた。子どもたちが５月にプラン
ターに移植し、花を大切に育ててきた頑張りに対して、
加藤陽旭川法務局留萌支局長から児童を代表して瀬川
知未児童会長（６年生）と溝口慶一郎副会長（６年生）
に、また、古小では堀純平児童会長（６年生）と西村
拓真児童会書記に感謝状と記念品が贈られた。町人権
擁護委員の竹橋隆至さんは、「皆さんの花を大切に育て
る気持が、人権につながりました」とあいさつ、子ど
もたちの努力を讃えた。伝達式終了後は、人権擁護教
室が行われ、ビデオ「新ちゃんが泣いた」を視聴し、
人権について学習した。

１１月１２日（日）古丹別小学校で、古小フェステ
ィバルが開催された。午前９時から１０時５０分まで
は、子ども達が考えた、ミニフレンドパークやキック
ターゲット、ストラックアウト、つりゲーム、ダーツ
ゲーム、物当てゲームの出店で賑わった。また、１１
時からはＰＴＡらが中心となり、フリーマーケット、
わなげ、焼き鳥、フライドポテト、たこ焼きなどの出
店を運営し、来場した地域の方々や子どもたちと楽し
い一日を過ごした。

わなげを楽しむ児童と運営に汗する父母

開発局マリンビジョン21構想
２次指定モデル地域に指定される

留萌管内産米PRキャラバン

人権の花

古丹別小学校でフェスティバル

１１月１４日、平成１８
年留萌管内米ＰＲキャラバ
ン隊が、苫前消費者協会を
訪問し、消費拡大のＰＲを
行った。
当日は、ＪＡ南るもい松

本勲代表理事組合長、北海
道米キャンペーンガールな
ど関係機関から６名が訪

れ、留萌産のおいしい新米をアピールして消費拡大
に協力を求めた。
また、林千代美消費者協会長ら４名と管内米の味

や価格などについての意見交換が行われた。昨年、
管内のうるち米の品質は、低タンパク質や高整粒の
割合によって区分される「高品質米」の生産割合が
全道一となっている。一方で道産米の消費は６割と
言われており、他県産米の約８割に対して低い状況
にもある。

キャンペーンガール

消費者協会員と意見交換

苫小：瀬川さんと溝口くん

古小：堀くんと西村くん
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ス
ポ
ー
ツ
の
出
店

で

み

せ

・

体
力
テ
ス
ト
会

十
一
月
三
日
、
町
民
体
力
テ
ス
ト

会
と
ス
ポ
ー
ツ
の
出
店
が
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
町
営
球
場
を
会
場

に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、「
体
育
の
日
」（
十
月
九

日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も

の
が
延
期
に
な
り
、
文
化
の
日
に
開

催
さ
れ
た
も
の
。

体
力
テ
ス
ト
会
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
五
十
一
人
、
一
般
四
人
、
六
十

五
歳
以
上
三
人
が
参
加
し
た
。

少
年
団
員
は
、
体
力
テ
ス
ト
の
種

目
で
あ
る
、
時
間
往
復
走
や
腕
立
て

伏
せ
上
体
起
こ
し
な
ど
に
挑
戦
。
終

了
後
は
記
録
集
計
を
行
い
、
一
級
か

ら
五
級
の
合
格
証
が
渡
さ
れ
た
。
ま

た
、
午
後
か
ら
は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
や

ス
ト
レ
ッ
チ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
の

出
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
参
加
者
ら
は

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た
。

スポーツ功労賞　野崎信輝（剣道連盟）
昭和５８年町剣道連盟苫前地区父母の会会長就任。同年、
町剣道連盟副会長に就任し、会の発展と普及に貢献。平成
１１年会長に就任、青少年の健全育成貢献はもとより会の
発展に尽力され、平成１７年より顧問となり現在に至る。

特別賞　横内吉弥（町体育協会）
北海道障害者冬季スポーツ大会スキー大回転の部におい
て６回の優勝。平成１４年から平成１８年までは５大会連
続優勝。町スキー連盟の設立と普及、発展に尽力し現在に
至る。

文化振興賞　加藤文子（菊花会）
入会当初から菊花展において常に上位入賞するなど、熱
心な活動を続けており、菊花養土づくりのための山土採取
など会の運営を長年支えてきた。今後も更なる活躍が期待
されている。

文化特別賞　西間友香（古丹別小学校５年生）
１年生からピアノを始め、今年７月に札幌で開催された
第３０回日本ピアノコンクール札幌審査会の中級２部で見
事最優秀賞に輝き、１０月に開催された全国大会に出場を
果たした。

文化振興賞　荒関鉄太郎（花木愛好会）
平成５年の入会以来、幹事・理事として力を注ぎ、緑化、
植樹事業に率先して参画。また、近隣家庭の庭木の手入れ
を率先して行い、よき指導者として今後も活躍が期待され
ている。

文化振興賞　大矢根亮子（文芸を語る会）
昭和４３年の会の結成以来、短歌一筋に励み続け、宮田
悦舟先生亡き後は、会の中心的立場で会員の指導にあたる。
今後も文責者として、欠かすことのできない人材として活
躍が期待されている。

文化奨励賞　苫前北斗の松（北斗歌留多クラブ）
渡辺育史・合田一郎・蟻戸敏央

２月に美深町で開催された大櫃旗争奪全日本下の句かる
た大会において、８０チームの参加のなか見事優勝。４月
の稚内市で開催された全日本下の句かるた大会においてベ
スト４になる。

１１月１７日、公民館で表彰と交流の集いが開催され、
文化協会から４個人１団体、体育協会から２個人が各賞
を受賞した。また、表彰式後は、文化を愛する者、スポ
ーツを愛する者がお互いの活動を認め合い、励まし合う
交流会が開催され、会場は、生きる力で満ちていた。

（敬称略）

腹筋測定を行う少年団

スポーツ功労賞を受ける野崎さん（右）

受賞者代表謝辞を行う大矢根さん

交流会のビンゴゲームの様子
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十
一
月
十
四
日
、
萌
州
建
設

（
株
）（
畑
中
修
平
社
長
）
が
、
地

域
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
サ

ク
ラ
マ
ス
の
発
眼
卵
十
万
粒
を
東

川
の
ア
ノ
ト
ロ
マ
沢
に
埋
設
放
流

し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
１
を
取
得
し
、
遡
上
す
る
魚
類

や
水
生
生
物
へ
の
環
境
改
善
に
努

め
て
い
る
も
の
で
、
地
元
の
交
流

や
環
境
改
善
を
目
的
に
今
年
か
ら

継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
も
の
。

当
日
は
、
同
社
の
社
員
八
名
が
、

発
眼
卵
を
住
み
や
す
く
す
る
た
め

の
、
寝
床
を
つ
く
る
た
め
、
川
中

を
優
し
く
掘
り
起
こ
し
、
埋
設
放

流
を
行
っ
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
、
町
剣
道
少

年
団
員
三
名
と
父
母
二
名
が
、
同

様
に
埋
設
放
流
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
渓
友
愛
好
会
（
二

本
柳
健
司
会
長：

札
幌
）
が
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
町
で

は
嘉
野
利
一
さ
ん
（
古
丹
別
）
が

窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
野
さ
ん
は
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚

の
里
親
を
募
集
し
て
お
り
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
水
槽
以
外
の
も
の

は
す
べ
て
用
意
し
ま
す
の
で
、
年

齢
を
問
わ
ず
是
非
、
ご
連
絡
下
さ

い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
連
絡
先：

０
９
０
〜
１
５
２
７
〜

７
６
６
３
）

萌
州
建
設（
株
）地
域
貢
献
事
業

萌州建設社員による環境改善事業

剣道少年団員も放流を手伝った

交
通
安
全
教
室

勤
労
感
謝
で

苫
前
保
育
園
児
が

職
場
慰
問

十
一
月
一
日
、
苫
前
商
業
高
等
学

校
（
眞
屋
岩
男
校
長
、
生
徒
八
十
五

名
）
で
、「
交
通
安
全
教
室
」
が
行

わ
れ
た
。
講
師
は
羽
幌
自
動
車
学
校

取
締
役
副
管
理
者
の
坂
口
松
雄
さ

ん
。
三
年
生
の
自
動
車
学
校
入
校
許

可
期
間
を
目
前
に
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
、
事

故
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど
を

ね
ら
い
と
し
て
開
催
し
た
。

最
初
に
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
無
謀
運

転
の
代
償
」
を
鑑
賞
し
、
加
害
者
と

被
害
者
の
心
の
痛
み
や
身
内
の
苦
し

み
な
ど
受
け
止
め
た
。
続
い
て
演
題

「
未
熟
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
起
こ
す
事

故
と
自
動
車
の
危
険
性
」
の
講
演
を

行
っ
た
。
坂
口
さ
ん
は
、
車
の
運
転

技
術
は
上
手
い
、
下
手
で
は
な
い
。

実
際
、
運
転
が
上
手
い
と
言
わ
れ
る

方
も
事
故
を
起
こ
す
と
言
う
。

十
一
月
二
十
二
日
、
苫
前
保
育
園

で
、
二
十
三
日
の
「
勤
労
感
謝
の
日
」

を
前
に
、
来
年
度
小
学
校
一
年
生
を

迎
え
る
藤
組
園
児
十
一
名
が
、役
場
、

消
防
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、
信
金
、

漁
協
を
訪
問
し
、
感
謝
の
こ
と
ば
を

贈
っ
た
。

最
後
に
坂
口
さ
ん
は
「
運
転
は
心

で
す
る
も
の
。
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を

守
る
気
持
ち
が
大
切
」
と
話
し
た
。

講
演
に
対
す
る
お
礼
の
こ
と
ば
を

生
徒
会
長
の
中
村
大
志
く
ん（
二
年
）

が
「
車
の
運
転
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
で
凶
器
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
七
日
は
進
学
選

択
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
、
苫
前
、
古
丹
別
、
鬼
鹿

の
各
中
学
校
三
年
生
二
十
六
人
が
パ

ソ
コ
ン
体
験
や
校
内
を
見
学
し
た
。

当
日
は
新
田
教
務
部
長
が
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
学
校
概
要
の
説
明
を
行

い
、続
い
て
パ
ソ
コ
ン
室
に
お
い
て
、

同
校
の
商
業
科
の
教
諭
と
三
年
生
五

人
が
補
助
役
と
な
り
、
表
計
算
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
、
苫
前
の
風
景
画
像
を

入
れ
た
名
刺
作
成
に
挑
戦
し
た
。

交通安全教室の様子

パソコン体験の様子

役場では、たかだやすひろくんと
よこのしょうへいくんが代表であいさつ

消防では、いけがみしずくくんと
さいゆうなちゃんが代表であいさつ
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緒
形
拳
の
一
人
舞
台

白し

ら

野の

町
剣
道
連
盟
が
最
終
戦
行
う

十
一
月
五
日
、
町
公
民
館
で
緒
形

拳
の
ひ
と
り
舞
台
「
白
野
」
が
開
催

さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
緒
形
拳
、
初
の
一
人
舞

台
で
エ
ド
モ
ン
ド
・
ロ
ス
タ
ン
の
名

作
「
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ

ク
」
を
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
ま
で

の
日
本
を
舞
台
に
翻
訳
し
た
も
の
。

大
き
な
鼻
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

持
つ
会
津
藩
士
・
白
野
弁
十
朗
を
緒

形
拳
が
演
じ
た
作
品
。

白
野
が
想

い
を
寄
せ
る
千
種
、
惹
か
れ
あ
う
会

津
藩
士
・
来
栖
生
馬
の
生
き
方
を
演

じ
た
。

終
幕
は
感
動
の
拍
手
で
約
四
百
人

の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

１１月１４日、町公民館でピアノトリオ・カジ

ュアルコンサートが開催され、ヴァイオリン、チ

ェロ、ピアノの若手演奏家トリオがベートーヴェ

ンのピアノ三重奏第４番作品「街の歌」ブエノス

アイレスの冬などを演奏し、会場を魅了した。

また、町文化協会加盟のクリスタルコーラスも

出演し、ステキな歌声を響かせた。

若手演奏家の３人は、現在、桐朋学園大学（２

人）同大学院（１人）に在籍中であるが、リサイ

タルを開くなど嘱望されている。前日の１３日に

は苫前小学校で、子どもたちが実際にチェロにさ

わるなどして、大きさや重さを実感した。また、

午後からは古丹別中学校でアウトリーチ活動を行

い、児童・生徒にクラック音楽の魅力を伝えた。

ピアノトリオ・カジュアルコンサート＆アウトリーチ活動

ステキな音色を響
かせたコンサート

苫小でのアウトリ
ーチ活動の様子

緒
形
拳
の
初
の
一
人
舞
台
「
白
野
」

十
一
月
十
二
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
十
二
回
平
井

杯
争
奪
剣
道
大
会
・
苫
前
町
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
試
合
に
先
立
ち
、
町
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
伊
藤
修
会
長
か

ら
助
成
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

三
上
剣
道
連
盟
会
長
は
「
今
日

の
大
会
は
、
今
年
の
最
後
の
大
会

と
な
り
ま
す
。
新
一
年
生
も
六
名

入
団
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
ま

で
事
故
な
く
無
事
に
活
動
で
き
た

の
も
父
母
や
指
導
す
る
先
生
方
の

お
か
げ
」
と
団
員
に
対
し
て
、
剣

道
の
理
念
で
あ
る
「
人
間
形
成
」

の
心
得
を
再
確
認
し
た
。

次
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
竹

内
教
育
長
は
「
自
身
の
子
も
一
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
剣
道
少
年
団

に
所
属
し
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
剣
道
を
と
お
し
て
、
地

域
の
た
め
に
役
立
つ
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
開
発
審
判
長
が
説
示
を
行
い
、

試
合
を
開
始
し
た
。

平
井
杯
争
奪
剣
道
大
会
（
個
人

戦
）

小
学
二
年
生
以
下
の
部

優
勝
　
小
島
武
　
（
苫
小
）

小
学
三
・
四
年
生
の
部

優
勝
　
小
澤
悠
哉
（
古
小
）

小
学
五
・
六
年
生
の
部

優
勝
　
後
藤
大
輝
（
古
小
）

中
学
生
の
部

優
勝
　
五
十
嵐
雄
大
（
苫
中
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
剣

道
大
会
（
団
体
戦
）

優
勝
西
軍
（
二
勝
二
敗
二
引
き

分
け
）
勝
者
同
数
に
よ
り
本
数

（
四
対
五
）
勝
ち

心技体を学ぶ剣士の道

伊藤ライオンズ会長から三上会長へ
助成金が手渡された
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

冬期間の室内スポーツといわれる百人一首。上位４チームは中部３町村子ども会かるた大会への出場
資格を得ることができます。（１月中旬に苫前町で開催予定）
３人一組で熱く燃え上がってみませんか？

○日　時　１月7日（日） 9:00～
○場　所　苫前町公民館
○部　門　小学生の部・中学生の部
○参加費　無　料

主催　　苫前町子ども会育成連絡協議会・苫前北斗歌留多クラブ

苫前町子どもかるた大会

図書室ではみなさんにいろいろな本と接してもらえるような機会を考えています。今回はクレープづ
くりに挑戦します。生クリームやトッピングなどをして世界に一つしかない自分だけのお菓子を作って
みましょう。

「わかったさんのクレープ作り」本を利用してやってみよう

古丹別地区
日　時 １２月２６日（火）13:30～15:30
場　所 苫前町公民館
苫前地区
日　時 １２月２８日（木）13:30～15:30
場　所 福祉センター
対　象 小学生
持ち物 エプロン（汚れてもよい服装）、材料費200円

苫前三角点スキー場・古丹別緑ヶ丘スキー場

町内のスキー場がオープンします！

◇開設期間 平成19年1月5日（金）
～平成19年2月28日（水）

◇定　休　日 毎週火・木曜日
（冬休み期間は火曜日のみ定休日）

◇リフト運行

◇リフト料金

※　積雪の状況により、オープン日が変更することがあります。
※　１６：４５～１８：３０はメンテナンスのためリフト、ロ
ッジともに休業させていただきます。

※　ロッジはリフト運行終了後１５分間利用できます。

☆スキー置き場に個人のスキー
を置くことはできますが、破
損、紛失等については一切責
任を負いません。（スキー靴は
お持ち帰り下さい。）
☆開設期間、リフト運行時間等
は積雪や天候の状況により変
更する場合もあります。

1月5日～1月16日の期間

平　　日

土曜祝日

日　　曜

13:00～20:45

13:00～20:45

13:00～15:45

18:30～20:45

1月17日～2月28日の期間

利用券区分

小・中学生

高　校　生

一　　　般

１日券

１００円

２００円

３１０円

シーズン券

５００円

１，０００円

２，０３０円

苫前三角点スキー場・古丹別緑ヶ丘スキー場
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Dr.小野の処方せん 

今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す
。 
『
そ
の
せ
き
、結
核
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

』 
健　　康 
ばんざい 

か
つ
て
「
死
に
い
た
る
国
民
病
」

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
結
核
も
き

ち
ん
と
治
療
を
す
れ
ば
完
治
す
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
核
へ
の
関
心
が
薄
れ

て
き
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
集
団
感
染

が
多
発
す
る
な
ど
、
感
染
の
広
が
り

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
核
は
、

今
で
も
年
間
約
３
万
人
の
患
者
が
新

た
に
発
生
し
、
２
千
人
以
上
が
死
亡

し
て
い
る
、
日
本
で
最
大
の
「
感
染

症
」
の
一
つ
な
の
で
す
。

★
感
染
経
路
に
つ
い
て

結
核
は
、
空
気
感
染
（
飛
沫
感
染
）

し
ま
す
。
結
核
患
者
が
咳
や
く
し
ゃ

み
を
し
た
時
に
、
飛
び
散
る
シ
ブ
キ

の
中
の
結
核
菌
が
空
気
中
に
浮
い
て

い
て
、
そ
の
空
気
を
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

★
発
病
す
る
と

ど
う
な
る
の
？

感
染
し
て
も
、
免
疫
力
が
勝
て
ば

発
病
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
結
核
菌

が
免
疫
力
に
勝
っ
て
肺
の
中
で
増
殖

し
は
じ
め
る
と
、
そ
の
場
所
に
炎
症

が
起
こ
り
、
せ
き
や
発
熱
を
引
き
起

こ
し
ま
す
（
発
病
）。

★
結
核
は
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

◎
高
齢
者

結
核
の
発
病
者
の
６
割
以
上
が
60

歳
以
上
で
す
。

◎
乳
幼
児

免
疫
力
の
働
き
が
未
熟
な
た
め
感

染
し
や
す
く
短
期
間
で
発
病
し
ま

す
。

◎
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
人

糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
を
持
っ

て
い
る
人
は
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。

★
結
核
の
予
防
に
つ
い
て

１，

症
状
が
長
引
く
時
は

迷
わ
ず
受
診
し
よ
う
。

咳
、
痰
、
発
熱
、
血
痰
、
だ
る
さ
、

体
重
減
少
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
が

続
い
た
ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

２，

１
年
に
１
回
は

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
受
け
よ
う
。

苫
前
町
で
は
、
平
成
19
年
２
月
６
日

と
７
日
に
結
核
予
防
健
診
を
行
い
ま

高脂血症とは
高脂血症を治療する目的は冠動脈疾患や脳血管障害な
どの動脈硬化性疾患の発症や進展を予防し治療する事
にある。高脂血症とは血液中の脂質のいずれかが増加
した状態であるが、臨床上問題となるのは総コレステ
ロール、ＬＤＬ－コレステロール、トリグリセリドの
うちいずれか、あるいはすべてが高値を示す場合であ
る。高脂血症の診断基準は総コレステロール220㎎／
dl以上、ＬＤＬ－Ｃ140mg/dl以上、ＨＤＬ－Ｃ
40mg/dl以下、トリグリセリド150mg/dl以上となっ
ている。日常診療において、高トリグリセリド血症や
低ＨＤＬ－Ｃ血症は耐糖能異常（糖尿病および境界
型）、肥満や高血圧などの他の生活習慣病を合併する
ことが多く、これらに対する対策も重要である。肥満、
特に内臓脂肪型を基盤にした高脂血症はインスリン抵
抗性、耐糖能異常、高血圧などを併せもつメタボリッ
クシンドロームと呼ばれる動脈硬化疾患のハイリスク
状態と認識する必要がある。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績（3～11月）

26,178,972円

平成18年11月分の実績

・供給電力量　502,900kWh 

6,310,137円
松田部長より表彰を受ける堀さん

十
一
月
九
日
、
役
場
町
長
室
に
て

留
萌
支
庁
納
税
表
彰
の
伝
達
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

当
町
か
ら
は
、
長
島
東
納
税
貯
蓄

組
合
が
表
彰
さ
れ
、
堀
豊
昭
組
合
長

が
留
萌
支
庁
の
松
田
誠
一
地
域
振
興

部
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

長
島
東
納
税
貯
蓄
組
合

が
納
税
表
彰

す
。
65
歳
以
上
の
方
で
今
年
度
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

３，

乳
児
の
予
防
接
種
は

必
ず
受
け
よ
う
。

感
染
し
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
、
乳
児
は
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

４，

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
摂
ろ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食
は
免
疫
力
を

低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

５，

疲
労
を
避
け
、
ス
ト
レ
ス

解
消
を
心
が
け
よ
う
。

疲
労
が
慢
性
化
し
、
ス
ト
レ
ス
が

続
く
と
、
免
疫
力
の
低
下
を
招
き
ま

す
。

６，

禁
煙
し
よ
う
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
結
核
の
発
病
に

も
影
響
す
る
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

※
苫
前
地
区
健
康
相
談

日
時
　
平
成
19
年
１
月
30
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
　
役
場
休
養
室
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お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

Ｑ　介護保険料や利用料は、確定申告の際に　所得控除
されると聞きましたが、それはどんなことですか？

Ａ　
（１）医療費控除
介護保険制度で提供されるサービスのうち医療費控除
対象となるものは、次のとおりです。
①指定介護老人福祉施設サービス費（介護費及び食費）
に係る自己負担額として支払った額の２分の１（制度
以前より利用されていた方は対象外）。介護老人保健
施設、指定介護療養型医療施設の施設サービス費は従
来より医療費控除の対象。
②居宅サービス計画にもとづき、医療系サービス（訪問
看護等）と合わせて利用する訪問介護、通所介護,短期
入所生活介護等に係る自己負担額。医療系サービスは
従来から医療費控除の対象。
③おむつ代
（２）社会保険料控除
介護保険料は、社会保険料控除の対象となっている保
険料です。

所　得　控　除　に　つ　い　て

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド
す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

進む高齢化、高齢化比率34.9％
地域ぐるみで健康づくりを!! 

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技

術
の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
り
年
々
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
の
高
齢
化
の
状
況
は
（
別

表
１
）、
昭
和
五
十
五
年
に
は
十
三
・

一
　
で
あ
っ
た
高
齢
化
比
率
も
、
平

成
十
八
年
十
月
末
に
は
三
十
四
・
九
　

と
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
高
齢
化
と
と
も
に

本
町
一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
は
、

過
去
五
年
間
、
老
人
医
療
費
制
度
の

改
正
や
介
護
保
険
導
入
、
老
人
医
療

費
一
割
負
担
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
十
四
年
の
平

均
医
療
費
か
ら
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
成
人
一
人
当
た
り
の
医
療

費
約
二
十
六
万
円
と
比
較
し
て
も
、

高
い
水
準
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

（
別
表
２
）

今
後
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た

め
に
は
、
ま
ず
高
齢
者
皆
様
の
健
康

保
持
増
進
が
大
変
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
高
齢
者
本
人
は

勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
家
族
、
地
域

ぐ
る
み
で
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
疾
病
の
予
防
及
び
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
重
複
・
多
受

診
の
防
止
を
図
る
こ
と
で
、
在
宅
ケ

ア
な
ど
の
推
進
に
努
め
る
よ
う
日
頃

か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

（別表1） 苫前町の高齢化の推移 （国勢調査時）

年　度

※18年度は10月末日現在の数値

Ｓ５５

Ｓ６０

Ｈ　７

Ｈ１２

Ｈ１７

Ｈ１８

総人口
①

65才以上
人口　②

比　率
②／①

6,528人

5,748人

4,868人

4,645人

4,203人

4,013人

855人

897人

1,209人

1,319人

1,323人

1,399人

13.1％

15.6％

24.8％

28.4％

31.5％

34.9％

（別表2）１人当たり老人医療費の推移
（老人医療受給者分）

年　度

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

１人当たり医療費
（円）

対 前 年 度
伸び率(%)

７６３，７８５

８１０，６３０

７５１，８５６

７７４，２４５

８１７，２６６

△7.2

6.1

△7.3

3.0

5.6

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

健 康 一 番
生きがい活動
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・全戸がオール電化住宅となっておりますので現在使用している暖房機等は使用で
きません。（電気蓄熱暖房機・電気温水器・電磁調理器が設置されています）
・駐車場を使用する場合は、家賃とは別に駐車場料金月額2,540円がかかります。
・物置や車庫等の設置、鳥獣等ペットの飼育は認められません。

道営オリオン団地入居者募集

働いている調理師の皆様へ！
○　調理師法では、調理業務に従事している調理師の方は、2年ごとに、
12月31日現在の調理従事場所等を届け出なければならないと定めら
れており、今年は届出の必要な年となっています。
○　届出が必要な調理師の方とは、次の施設、店舗で調理の業務に従事
している調理師の方です。
・寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、
矯正施設、その他多数人に飲食物を調理して供与している施設
・飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業
○　届出は、あなたが働いている地域を担当区域としている社団法人北
海道全調理師会留萌支部（留萌市住之江町2丁目　留萌保健福祉事務
所保健福祉部　�0164－42－8326）又は、調理師会留萌支部（留萌
市開運町3丁目　調理師会　杉本正樹　�0164－42－7766）に平成
19年1月15日までに届けてください。
○　届出用紙は、社団法人北海道全調理師会留萌支部及び各分会又は最
寄りの保健福祉事務所保健福祉部、地域保健部に備えてあります。
○　詳しくは、北海道全調理師会（�011-511-1351）及びその各支部、
各分会、北海道保健福祉部地域保健課（�011－231－4111内線
25－473）、又は最寄りの保健福祉事務所保健福祉部、地域保健部、
保健所にお問い合わせください。

110番を正しく、利用していただくために、毎年1月10日を
「110番の日」と定めています。

〈110番は緊急通報用電話です〉
皆さんからの通報でいち早く事件事故を知ることにより、犯人
の検挙や被害者の救護等に対応できます。

〈110番の掛け方のポイント〉
①何があったのか･･･どんな事件又は事故か
②いつ･･････････････何日の何時か、今からどの位前か
③どこで････････････場所は、目標は
④犯人は･･･････････････人数、服装、逃げた方向は、車は
⑤事件・事故の横要は･･どんな状況か、けが人は
⑥あなたは･････････････住所、氏名、電話番号、関係は

1月10日は『110番の日』
急ぐほど　正しく　はっきり110番

年末年始は、忘年会や新年会などで飲酒の機会がふえることか
ら、飲酒運転による交通事故の増加も心配されます。
飲酒して運転すると、気が大きくなりスピードを出し過ぎたり、
また、注意力が低下するため信号や歩行者などを見落とし易くな
り、事故の危険性が高まります。
「ちょっとしか飲んでいないから」、「すぐ近くだから」と安易
に飲酒運転すると厳罰になり、一生後悔することになります。

○ドライバーの皆さんへ○
◇　飲酒運転は犯罪です！
・酒気帯び運転で、1年以下の懲役又は30万円以下の罰金、酒酔
い運転ならば3年以下の懲役又は50万円以下の罰金となりま
す。
・酒に酔った状態で人身事故を起こすと危険運転致死傷害とな
り、負傷事故で15年以下の懲役、死亡事故ならば1年以上の有
期懲役となります。

飲　酒　運　転　追　放
～つい一杯　鈍る判断　待つ地獄～

平成18年工業統計調査を12月31日現在で行います。
調査の実施に当たっては、本年12月から来年1月にかけて調査員
がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、正確な御記入をお願いします。

経済産業省・北海道・苫前町

統計調査に御協力ください

歳末の繁忙期を迎え火気取り扱い使用量が増加
し、全道的に取り扱いの不注意不始末等による火災
が多発しております。
火気の取り扱いには十分注意してください。

歳末特別警戒実施歳末特別警戒実施
12月25日（月）～12月31日（日）

建築年度 名　　称 所 在 地 構　　造

10年度 オリオン団地
Ａ棟

苫前町字旭
40番地の9

RC造3階建
共同住宅

型　　式 戸数

３ＬＤＫ 1戸

床面積

78.9m2

家　　賃 備考

24,700～71,500円
※家賃は所得状況により異なります

3階

同タイプの空室があった場合には募集戸数を追加する場合があります
○受付期間　平成18年12月8日（金）～12月28日（木）

（受付時間　8:30～17:30）
○受付場所　苫前町役場　建設課事務係
○選考基準　応募者数が募集戸数を上回った場合は

抽選とします。
○入居時期　１月下旬以降
○問合せ先　苫前町役場建設課事務係　�0164-64-2315

壊れたプラグは使わない！
プラグのほこりは掃除をする！
ショートによる火災につながります。

天ぷら油ちょっとならいいと
思って大火災！
揚げ物をしている時は目を
離さない様にしましょう。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

歳末も
忘れちゃいけない

火の用心

製造事業所の
皆　様　へ
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道では、看護師免許をお持ちで「これからまた仕事
につきたい」と考えているけれど、ブランクが長い、
今まで経験のない施設への就職を考えているなどの不
安から、一歩踏み出せないで居る方々を応援する「再
就業のための体験研修」を実施しています。
看護師として、再チャレンジして見ませんか。

毎年、冬のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。除雪機
を使う際には、次の点に注意して操作しましょう。
（1）作業を行う前に、必ず取扱説明書をよく読んで、正しい使い方を理解しましよう。
（2）雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止し、回転部（オーガ、ブロワ）が完全に
停止してから雪かき棒を使って行いましょう。

（3）回転部に近づくときは、必ずエンジンを停止し、回転部が完全に停止してから作業を行い
ましよう。

（4）発進時は、転倒したり、挟まれたりしないよう、足もとや後方の障害物には十分注意しま
しょう。

（5）除雪作業中は、雪を飛ばす方向に人や、車・建物がないことを確認しましよう。また、除
雪機の回りには絶対に人を近づけないようにしましょう。
▽問い合わせ…・社団法人日本農業機械工業会／除雪機安全協議会

電話　03-3433-0415 ホームページ　http://www.jfmma.or.jp

○対 象 者　ナースバンク登録者で1年以内に再就職
の希望のある方

○研修場所　あなたの居住地であなたの希望する施設
○研修内容　看嘗技術の見学や実習（1～5日間程度）
○研修期間　随時受け付け
○受 講 料　無料
○問い合せ先 社団法人北海道看護協会北海道ナースセンター

電話011-863-6794

「看護師再就業のための体験研修」のお知らせ

歩行型除雪機による事故を防ごう！

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

篠
原
　
辰
夫
（
90
歳
）
10
月
17
日

苫
　
前

斉
藤
　
時
子
（
87
歳
）
10
月
18
日

苫
　
前

松
原
ミ
サ
ヲ
（
95
歳
）
10
月
27
日

旭

小
野
　
多
津
（
84
歳
）
10
月
29
日

苫
　
前

杉
本
智
加
子
（
18
歳
）
11
月
１
日

力
　
昼

池
田
　
タ
ケ
（
89
歳
）
11
月
８
日

古
丹
別

関
　
　
ツ
ル
（
93
歳
）
11
月
11
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

村
井
　
絵
真

え

ま

浩
基
／
絵
里

10
月
22
日

苫
　
前

長女

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住

所

苫
前
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
清
　
水
　
　
　
幸
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
清
　
水
　
　
　
幸
　
様

○
羽
幌
町
　
羽
幌
藤
幼
稚
園
　
様

各
町
内
会
・
団
体
等
へ
の
寄
付

九
重
白
葉
会
へ

○
九
　
重
　
佐
　
野
　
　
　
進
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

11月 町税の納期
国民健康保険税・介護保険料
の納入月です。

発生件数10件
死 者 数 ０人
負傷者数12人

交通事故死ゼロ日数は
10月31日現在で
912日

苫前町の交通事故情報
平成18年10月末現在
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白
　
田
　
浩
　
貴
（

旭
　
）
山
　
根
　
　
　
円
（
苫
　
前
）

清
　
水
　
朋
　
也
（
九
　
重
）
平
　
本
　
広
　
枝
（
神
奈
川
県
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
…
ご
当
地
グ

ル
メ
は
「
え
び
タ
コ
ギ
ョ
ー
ザ
」
▽
リ
ク

ル
ー
ト
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
編
集
長
の
ヒ
ロ

中
田
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
日
本
海
え
び

タ
コ
協
議
会
（
留
萌
中
部
地
区
観
光
協
議

会
）
の
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
推
進
協
議
会

が
羽
幌
サ
ン
セ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

た
▽
ヒ
ロ
中
田
さ
ん
は
、
定
住
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
経
済
効
果
等
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
交
流
人
口
の
増
加
が
必
要
。
北
海

道
で
リ
ピ
ー
ト
率
の
高
い
市
町
村
は
、
函

館
市
が
65
％
の
ト
ッ
プ
で
、
最
低
は
８
･

３
％
の
市
町
村
が
あ
る
と
言
う
▽
そ
こ

で
、
中
部
三
町
村
で
発
足
し
た
「
え
び
タ

コ
街
道
」
を
よ
り
全
国
区
に
す
る
ひ
と
つ

と
し
て
、
ヒ
ロ
中
田
さ
ん
よ
り
プ
レ
ゼ
ン

さ
れ
た
の
が
「
え
び
タ
コ
ギ
ョ
ー
ザ
」
▽

出
席
し
た
三
町
村
の
ホ
テ
ル
料
理
長
ら
は

一
瞬
唖
然
と
し
た
が
、
平
成
十
九
年
六
月

一
日
（
初
山
別
村
の
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
）

を
デ
ビ
ュ
ー
日
と
決
め
た
。こ
れ
か
ら
は
、

試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
く
▽
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
で
は
な
く
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
た

め
に
は
、
誰
に
も
負
け
な
い
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

編

集

雑

記

帳

今
月
の
お
話
は
「
大
雪
」
に
つ
い
て

の
お
話
し
で
す
。

平
成
17
年
12
月
か
ら
平
成
18
年
２
月

に
か
け
て
、
日
本
列
島
は
強
い
冬
型
の

気
圧
配
置
と
な
り
、
非
常
に
強
い
寒
気

が
断
続
的
に
流
れ
込
み
、
山
陰
か
ら
東

北
に
か
け
て
の
日
本
海
側
を
中
心
に
大

雪
と
な
り
、
重
大
な
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
気
象
庁
で
は
こ
の
大
雪
を
「
平

成
18
年
豪
雪
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
雪

関
連
で
名
前
が
つ
い
た
の
は
、「
昭
和
38

年
１
月
豪
雪
」
に
次
い
で
２
例
目
と
な

り
ま
す
。

北
海
道
で
も
小
樽
や
積
丹
な
ど
局
地

的
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
上
川
・

留
萌
地
方
で
は
、
平
成
17
年
11
月
か
ら

平
成
18
年
４
月
ま
で
の
降
雪
量
は
、
旭

川
で
６
８
５
　
（
平
年
７
５
６
　
）、
羽

幌
は
５
６
２
　
（
平
年
７
２
５
　
）
と

そ
の
一

北
海
道
立
羽
幌
病
院
に
保
健

医
療
連
携
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

道
立
羽
幌
病
院
の
診
察
を
受
け
る
時
、

初
診
患
者
様
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り

ま
す
。
医
師
の
紹
介
状
を
お
持
ち
の
方

で
も
同
じ
で
す
。
地
元
の
医
師
に
相
談

し
、
保
健
医
療
連
携
室
を
通
じ
て
診
察

を
依
頼
し
て
頂
く
と
、
初
診
の
時
か
ら

予
約
を
入
れ
た
診
療
が
受
け
ら
れ
る
の

で
、
大
変
便
利
で
す
。

そ
の
二

禁
煙
外
来
で
医
療
保
険
が
使

え
ま
す
！
毎
週
水
曜
日
の
午
後
外
来
で

実
施
中
。
新
年
を
迎
え
、
心
機
一
転
！

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
の
タ
バ
コ
を
や

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
現
在
で
は
二
十
名

の
方
々
が
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
も
是
非
一
度
、
相
談
に
い
ら
し
て
下

さ
い
。

北
海
道
立
羽
幌
病
院
保
健
医
療
連
携

室
　
担
当
副
総
看
護
師
長
　
石
川
ひ
ろ

み
電
話
六
二
〜
六
〇
六
〇

平
年
よ
り
少
な
く
、
留
萌
は
７
３
４

で
（
平
年
７
３
６
　
）
平
年
並
み
で
し

た
。気

象
台
で
は
、
上
川
中
部
・
南
部
で

12
時
間
に
25

以
上
、
上
川
北
部
・
留

萌
地
方
で
30

以
上
の
降
雪
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
「
大
雪
注
意
報
」
を
、
上

川
中
部
・
南
部
で
12
時
間
に
40

以
上
、

上
川
北
部
・
留
萌
地
方
で
50

以
上
の

降
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
大
雪
警

報
」
を
発
表
し
、
大
雪
に
よ
る
交
通
障

害
や
建
物
へ
の
影
響
な
ど
の
注
意
や
警

戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

※
旭
川
地
方
気
象
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sapporojm

a.go.jp/
asahikaw

a.htm
l

※
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

電
話：

〇
一
六
六-

三
二-

七
一
０
二

気
象
台
一
口
メ
モ

「
大
雪
に
つ
い
て
」

平
成
十
九
年
度
北
海
道
立

羽
幌
病
院
の
ご
案
内

セ
ン
チセ

ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チセ

ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ
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公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
舞
台
部
門
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
舞
台
部
門
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公民館フェスティバル　舞台部門　ギャラリー

苫中＆古中吹奏楽部

クリスタルコーラス

苫前民謡千鳥会

古丹別カラオケ愛好会

ヨサコイ　苫前小学校５年生

ヨサコイ　古丹別小学校２年生

ヒップホップダンス（大人編）

リズム体操サークル

ヒップホップダンス（子ども編）

ヨサコイ　苫前鱗萃会

大正琴苫前町同好会

古丹別小学校４年生
ヒップホップダンス

苫前町くま獅子少年団


